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土研 新技術ショーケース
201８ in 新潟

２０１８年 １０月１６日(火)

10:00～17:30（ 開場・受付開始 9:30 ）

新潟日報メディアシップ

２階日報ホール・１階みなと広場

新潟日報メディアシップまで
■JR新潟駅から徒歩10分
■万代シティバス停より徒歩１分
■新潟日報メディアシップバス停より徒歩１分

新潟大学理学部
教授 本田 明治

２階：日報ホール前 ホワイエ
１階：みなと広場

様々な新技術のパネルなどを展示します。
技術相談タイムでは、講演会の講演者が
技術相談を直接お受けします。

国立研究開発法人土木研究所 理事 柳原 優登
国土交通省北陸地方整備局長 吉岡 幹夫

寒地河川チーム 研究員 島田 友典

寒地機械技術チーム 主任研究員 澤口 重夫

新潟大学理学部 教授 本田 明治

国立研究開発法人土木研究所 理事長 西川 和廣

舗装チーム 総括主任研究員 寺田 剛

寒地交通チーム 総括主任研究員 平澤 匡介

トンネルチーム 主任研究員 森本 智

寒地機械技術チーム 主任研究員 山口 洋士

国土交通省北陸地方整備局 地方事業評価管理官 小山 浩徳

材料資源研究グループ 上席研究員 古賀 裕久

寒地地盤チーム 研究員 久慈 直之

地質・地盤研究グループ 特任研究員 稲崎 富士

寒地地盤チーム 総括主任研究員 林 宏親

一般社団法人建設コンサルタンツ協会 北陸支部長 寺本 邦一

10:00～10:10 開会挨拶
10:10～10:15 来賓挨拶

10:15～10:35 堤防決壊時に行う緊急対策工事の効率化に向けた検討資料

10:35～10:55 水中構造物音響画像点検装置

10:55～11:55 「進む地球温暖化・変わる異常気象」

11:55～13:15 技術相談タイム（11:55～12:25を除く）

13:15～13:20 理事長挨拶

13:20～13:40 新型凍結抑制舗装
13:40～14:00 緩衝型のワイヤロープ式防護柵

14:00～14:20 トンネルの補修技術（ＮＡＶ工法）

14:20～14:40 除雪機械作業状況の可視化・シミュレーション技術

14:40～15:10 技術相談タイム

15:10～15:40 「北陸地方整備局の最近の取り組み」

15:40～16:00 低炭素型セメント結合材を用いたコンクリート構造物の設計施工ガイドライン

16:00～16:20 衝撃加速度試験装置による盛土の品質管理技術

16:20～16:40 地表地下空間情報の統合モデル化と3次元表示技術

16:40～17:00 砕石とセメントを用いた高強度地盤改良技術

17:00～17:05 閉会挨拶

17:05～17:30 技術相談タイム

「進む地球温暖化
・変わる異常気象」

講演会（２階日報ホール）

会場アクセス

寒地土木研究所ＨＰ

（ 新潟市中央区万代3-1-1

減災技術、診断技術

特別講演

道路技術

北陸地方整備局の講演

コンクリート技術、地盤技術

展示・技術相談コーナー

特別講演



既設舗装

15～20mm

粗骨材(最大粒径5mm)
凍結抑制材（塩化物系等）

アスファルトモルタル

 

2～3cm

ゴム粒子

アスファルトモルタル

粗骨材（最大粒径5mm）

 
アスファルトモルタル

表面散布接着用ゴム粒子

混合用ゴム粒子

ポーラスアスファルト

混合物と同等のきめ
深さ

SMAと同等の密
実さ

粗骨材

ゴム粒子入り物理系凍結抑制舗装の概念図

粗面型ゴム粒子入り凍結抑制舗装の概念図

歩道用化学系凍結抑制舗装の概念図

歩道用化学系凍結抑制舗装

堤防決壊時に行う緊急対策工事の効率化に向けた検討資料
10:15 ～ 10:35

土研新技術ショーケース2018 in 新潟

講 演 技 術 概 要

河道形状に応じた堤防決壊現象の分類図

治水整備が進んでいる現在においても、
豪雨災害時の堤防決壊による浸水被害が全
国で発生しています。本検討資料は、堤防
決壊時の緊急対策工事の効率化を考える際
に必要となる河川特性に応じた決壊口の締
切方法や、重機作業、使用する資機材の適
応性について検討した内容を示したもので
す。各河川管理者が実施する堤防決壊時の
緊急対策シミュレーション等の参考として
本検討資料を使用することで、少しでも有
効な方法を選択し、現場ごとの減災につな
がることを期待してとりまとめたものです。

水中構造物音響画像点検装置
10:35～10:55

点検装置 概略図

水中構造物の健全度診断は有効な点検手
法が確立されてなく、潜水士の目視点検に
頼っているのが現状であり、効率的な点検
手法が求められています。

本装置は、コンクリート構造物水中部の
劣化を濁りのある箇所でも船上から点検で
きる総合的な装置です。超音波により水中
部を可視化する音響カメラと、水中移動可
能な架装装置、得られた画像から岸壁全体
の写真を作成する画像解析ソフトウェアお
よびデータを蓄積して経年比較が可能な
データ管理システムから構成されています。

新型凍結抑制舗装
13:20～13:40

舗装表面および舗装体内にゴム系材料等弾性の高い
材料を使用することにより路面のたわみ性を向上し、
車輌の荷重によって路面の雪氷を破砕することで路面
の凍結を抑制することができる技術です。従来の物理
系凍結抑制舗装と比べて薄層にするとともに、ゴム粒
子は工業用ゴム端材を有効利用することで低コスト化
しました。また、砕石マスチック舗装を用いて表面を
粗面にするととともに、舗装表面にもゴム粒子を散布
接着させることにより、凍結抑制効果を高めたタイプ
の舗装も開発しています。

○NETIS番号（ゴム粒子入り物理系凍結抑制舗装）
：KT-140058-VR

○NETIS番号（粗面型ゴム粒子入り凍結抑制舗装）
：KT-140064-VR

○特許第5458270号【水中構造物点検システム及び画像処理装置】

緩衝型のワイヤロープ式防護柵
13:40～14:00

じん性の高いワイヤロープと、比較的強度が弱い支柱により構成され、車両衝突
時には主にワイヤロープのたわみで衝撃吸収することにより、重大事故を大幅に減
らすことが期待できる技術です。

防護柵は支柱内にワイヤロープを通した構造
で、表面・裏面がないため設置必要幅が少なく
て済み、導入コストの縮減が可能です。人力で
着脱が可能で、部分的に開放区間を設け反対車
線を通行させる交通処理が可能な他、補修も短
時間で完了させることができます。

高規格幹線道路の暫定２車線道路の中央分離
施設などに活用され、安全性・円滑性の向上が
期待されます。

○特許第5156845号【ケーブル式防護柵】他

トンネルの補修技術（NAV工法）

14:00～14:20

ひび割れした覆工コンクリートの表面に、
新しく開発した透明のシートを樹脂等で接着
し、剥落を防止する技術です。施工後におい
てもひび割れの進展が視認できるため、効果
の確認や追加対策工の必要性の判断が可能で
す。覆工コンクリートの浮き・剥離部の落下
による第三者被害の防止に効果的な技術です。

現在、道路や鉄道、地下鉄トンネル等で
43,000m2の実績があります。

○NETIS：KT-100023-VR
○特許第4127551号【コンクリート構造物の補修方法及びコンクリート構造物】

除雪機械作業状況の可視化・シミュレーション技術
14:00～14:20

冬期の円滑な交通確保のための道路除
雪は、限られた予算の中で除雪作業を行
わなければならず、効率的な除雪を行う
ためのマネジメント手法として以下の技
術を開発しました。
○除雪機械の位置情報及び作業情報を活

用して、工区全体の除雪機械の作業状
況を管理し、除雪作業の効率性や施工
形態の妥当性等の検証に有効な可視化
（グラフ化）技術

○大雪時において工区連携の必要性や、
その出動タイミング等、除雪機械の運
用判断を支援するため、可視化技術を
応用し、降雪量に応じた予想所要時間
を算定して、作業ルートを表示するシ
ミュレーション技術 シミュレーション技術

低炭素型セメント結合材を
用いたコンクリート構造物の設計施工ガイドライン

15:40～16:00

高炉スラグ微粉末やフライアッシュなどの混和材をさらに有
効利用する低炭素型のコンクリートの設計施工方法ガイドライ
ンをとりまとめました。

低炭素型のコンクリートの適用によって、副産物の有効利用
による二酸化炭素排出量の削減、耐久性向上によるコンクリー
ト構造物の長寿命化が可能となります。

ガイドラインでは、耐久性の評価方法、施工時の留意点、二
酸化炭素排出削減効果の算出方法など低炭素型のコンクリート
の設計と施工を適切に行うための原則を示しています。また、
ガイドラインに付属するマニュアルとして、構造物の種別や配
合の種類に応じて、5種類の低炭素型のコンクリートの設計施
工方法を示しています。

「衝撃加速度試験装置」は、盛土の品質管理を簡
単・迅速・安価に行うことができる試験装置です。

砂置換法・ＲＩ法による盛土の品質管理方法では、
結果の判明まで1日以上の時間を要していたため、
工事の進捗に影響が生じることがありましたが、本
装置は誰でも簡単に操作でき、その場ですぐ試験結
果を把握できるため、短時間で確実に盛土の品質管
理を行えます。
※北海道開発局「道路・河川工事共通仕様書」の品
質管理基準に適用されています。

○NETIS：HK-130011-VR
○特許第1995981号【盛土の品質管理を行うための衝撃加速度測定装置】

衝撃加速度試験装置

地表地下空間情報の統合モデル化と3次元表示技術
16:20～16:40

CIMやICT技術の活用にあたっては、
地表情報だけでなく、位置情報と紐づ
けられた地中の物性構造情報を空間
データとして一体的に取り込み、内実
のある3Dモデルを構築することが重要
です。

このような3Dモデルを自ら生産し、
3D空間情報として一体化するとともに、
それらをWeb上で3D表示するという最
先端の研究とその利活用事例を紹介し
ます。

道路盛土崩壊部の掘削時地表情報と変形した
地中改良体を3Dモデル・統合した例

砕石とセメントを用いた高強度地盤改良技術
16:40～17:00

サンドコンパクションパイル工法の施工機械を
使用して、砕石とセメントスラリーの混合材料を締
め固めた改良柱体を造成するものです。

深層混合処理工法と異なり、原位置土と改良材の
混合を必要としないため、高強度かつ均質な改良柱
体を造ることができます。その結果として、コスト
縮減に寄与する工法です。

○特許第4186069号【締固め硬化杭の造成工法】

施工機械

国立研究開発法人 土木研究所
〒305-8516 つくば市南原1番地6

TEL 029-879-6700 https://www.pwri.go.jp/

寒 地 土 木 研 究 所国立研究開発法人
土 木 研 究 所
〒062-8602 札幌市豊平区平岸1条3丁目1番34号

TEL 011-590-4046 http://www.ceri.go.jp/

減災技術、診断技術

道路技術

コンクリート技術、地盤技術

衝撃加速度試験装置による盛土の品質管理技術
16:00～16:20


